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なぜロシア語を学ぶのか

　ロシア語はキリル文字で表記されるため、ラテン
文字表記のドイツ語やフランス語よりもとっつきに
くい印象があるかもしれませんが、印欧語族のスラ
ブ語派東スラブ語群に属しており、とりわけ難解と
いうわけではありません。
　ロシア語を学び始める動機として多いのは、ロシ
アの文化や芸術へのあこがれです。「ドストエフス
キーの『カラマーゾフの兄弟』を原書で読みたい」
とか、「チェーホフの芝居を原語でより深く理解し
たい」といった目標をもって本学ロシア語専攻の門
を敲く学生も少なくありません。あるいは、幼少か
らロシアのバレエや音楽に親しんできたという人も
多いでしょう。
　近年では、ロシアが資源大国であり、BRICs と
して今後の経済発展も見込まれていることから、将
来のビジネスに活かすことを目標としてロシア語を
勉強している学生も増えています。私自身は、ロシ
ア経済、特に企業経営を専門にしているため、旧体
制の遺産を断ち切れないでいるロシア企業もまだま
だ沢山あり、慎重に対応しなければならないケース
が多いことも理解しています。しかし、日露間のビ
ジネス交流のチャンスはさまざまなところにころが
っており、ロシア語とロシアに関する知識が求めら
れる機会は今後さらに拡大すると思われます。

　その他の学習動機として、かつてはソ連の政治的
影響力があったと思われます。社会主義思想が長き
にわたって多くの人々の心を惹きつけてきたのと同
時に、日本にとっては、帝政時代を含めてソ連・ロ
シアが軍事的な脅威であったことも事実です。ただ
し、カリフォルニア州立大学バークレー校で伺った
話では、アメリカでは今でも（冷戦時代と同様に）
政治的緊張が高い時期ほどロシア語学習熱が高くな
るそうですが、日本では日露関係が改善されるほど、
ロシア語学習者も増えるという傾向にあります。そ
のことは日本のロシア語学習が脱イデオロギー化し
ている証として理解できるのではないでしょうか。
　ロシア語学習の動機には、大別すると以上のよう
なものがありますが、異文化交流・異文化理解の一
環あるいはその媒介手段としてロシア語を学習する
ことの意義は決して少なくありません。ロシア語を
解する人口も多く、ロシア語を学ぶことで開けてく
る世界はとても広いのです。

ロシア語専攻での教育

　語学学習で重要なのは、言うまでもなく日々の継
続的な努力であり、それを実行するための動機付け
や目標設定が求められます。ロシア語専攻では、言
語学、文学・芸術、文化・歴史、経済などのスタッ
フの専門分野を活かしながら、上記のように様々な
動機で入学してくる学生に対して、講義・演習等を
通じてさらに専門的な知識を身につけさせるプログ
ラムを組んでいます。
　さらに、専攻全体として特に力を入れているのが、
ロシア語の運用能力に関する目標設定です。具体的
には、ロシア教育省がCEFR（ヨーロッパ言語共通
参照枠）に準拠して定めているТРКИ（外国語と
してのロシア語テスト）を利用しています。このテ
ストでは、A1レベル、A2レベルといったレベルご
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とに、5つの分野（語彙・文法，読解，聴解，作文，
会話）の具体的な基準が定められています。そのた
め、ТРКИは資格試験として語学能力の証明にな
ると同時に、これをわれわれ専攻語の到達度目標と
して利用することで、「何ができるようになるのか」
という具体的な目標を学生に示すことができるので
す。

同窓会「アヴローラ」と語劇

　大阪大学外国語学部のロシア語専攻は1922年（勅
令は1921年）の大阪外国語大学開学時に、露西亜
語部として設置されて以来約90年の歴史を持って
います。1学年の学生数も比較的多いため（現在の
定員は30名）、これまでに多数の卒業生を輩出して
おり、「アヴローラ（オーロラの意）」という専攻語
の同窓会があります。同窓会は1993年以来会誌「ア
ヴローラ」を毎年発行し、2010年で第18号を数え
ています。2年に1度総会を開催しているほか、ホ
ームページも開設し（http://www.avrora.jp/index.html）、

常時卒業生の交流と情報交換を図っています。
　また、旧大阪外国語大学では大学祭の中心的な催
し物として専攻語ごとに語劇を行う伝統があり、現
在も「語劇祭」として引き継がれていますが、ロシ
ア語は語劇開始の昭和21年からこのイベントに参
加しています。「アヴローラ」のホームページでは、
この語劇で何年に何を演じたのかが写真入りで紹介
されています（非常に手の込んだ舞台衣装やメイク
も見ることができます）。ゴーリキー、チェーホフ、
アルブーゾフ…と続くレパートリーを見れば、ロシ
ア語の高い壁のむこうには宝の山があることが理解
できるのではないでしょうか。苦しい学習の先に待
っているものをほんの少し垣間見せてくれる語劇も
また、ロシア語の学習意欲を掻き立てるものとして
特別な意味を持ち続けています。

　以上、大阪大学外国語学部ロシア語専攻について、
ロシア語学習のモチベーションと教育を軸に簡単に
述べさせていただきました。以下は本文の要約です。



－127－

生産と技術　第63巻　第２号（2011）


